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タブレットのいいところは？ 

 パソコンと比べた場合のタブレットの主な特徴は、次の 3つ。 

■「コンパクトなサイズで持ち運びしやすい」ということ。 

タブレットのサイズは現状、大きく分けて８インチサイズのものと 10インチサイズ

のものが主流だが、どちらもノートパソコンと比べ軽くて携帯性に優れている。 

■「タッチパネルで操作が簡単」ということ。 

ディスプレイに直接タッチして操作するので、パソコンと比べて直感的でわかり 

やすく、設定やデータの管理などが比較的わかりやすいというのが特徴。 

■ 「起動時間が短い」ということ。 

これは端末のスペックや使用状況などによって違いがあるが、一般的にパソコンの方が起動

の処理が複雑となっており、時間がかかってしまう。 

 

 

タブレットでできないことや劣るところは!? 

■ パソコンではできるがタブレットではできないこともある。たとえば高性能な処理能力を要

求されるアプリケーション（ソフト）はパソコンにしかないものが多く、タブレットでは使えない場

合や、類似のアプリで使えたとしても機能が限定的という場合がある。 



■ タブレットはパソコンと比べてデータの保存容量が少ないところも弱点といえる。 

■ パソコン（Windows）は、WEBブラウザやメール、Office ソフトの画面を同時に表示させ

る「マルチウインドウ」に対応するが、「iPad」や「Androidタブレット」ではそれができない 

■ パソコンでは 2 つのフォルダを開いて、ファイルをドラッグ＆ドロップして移動することがで

きるが、「iPad」や「Androidタブレット」ではそれもできない。 

 

 

タブレットは大きく「iPad」「Android タブレット」「Windows タブレット」の 3 つの

グループに分けられ、これは搭載する OSによって分類できる。 

 

Apple 提供「iOS」「iPad」 

 まずは「iPad」シリーズに搭載されているのはアップルの「iOS」。この OS は iPhone にも搭

載されているもので、ユーザーインターフェースや操作方法がとても分かりやすいのが特徴だ。

使える機能、用意された設定は iPhone とほとんど同じで「直感的」に操作することができるの

で、スマホを使ったことがないユーザーでも触れているうちに基本的な操作を覚えることができ

る。 

 また iPhone と同様に「App Store」と呼ばれる 90 万本以上のアプリが用意されているアプ

リストアから、さまざまなアプリをダウンロードして使うことが可能。アプリは数や種類が豊富で

あることと合わせて、アップルの専門チームが厳格な内容の審査を行っているので不正アプリ

が極めて少なく、他のOSのアプリストアよりも安心して使うことができるのが特徴だ。 

「iOS」搭載のタブレットのラインナップは、アップルが開発する「iPad Retinaモデル」と「iPad 

mini」のみだが人気は抜群。 

 

 

Google 提供「Android OS」「Android タブレット」 

「Android タブレット」は、スマートフォンでもおなじみの Googleの OS「Android OS」を搭載

する。「Android OS」は「iOS」と同じくスマホで使われているOSだ。そのためユーザーインタ

ーフェースは似ている部分もある。しかしAndroid OSではウィジェットなどを駆使してホーム画

面をカスタマイズすることが可能。さらに「Google MAP」や「Gmail」といった Google の各種

サービスが使いやすくなっているところなどが違いだ。アプリも豊富で「Google Play」からさま

ざまなアプリをダウンロードして使うことが可能。ただしアプリ数が多い反面、アップルのような

厳格な審査が行われているわけではなく時に不正アプリが発見されることもある。 

 また、Android タブレットはさまざまなメーカーが端末を開発しており、数多くラインナップさ

れているのも特徴だ。「防水」仕様の機種、「ワンセグ」や「フルセグ」といったテレビ機能を搭載



している機種などバリエーションがあり、サイズや価格帯もさまざま。ここ最近でヒットした代表

的な Androidタブレットとしては、Googleの「Nexus 7」やソニーの「Xperia Tablet」がある。 

 

マイクロソフト提供 OS「Windowsタブレット」 

「iPad」「Andorid」に続く第 3勢力「Windowsタブレット」は、マイクロソフトのOS「Windows 

RT」「Windows 8」を搭載する。「Windows RT」と「Windows 8」の OS の良さは、パソコン

のOSである「Windows」をタブレット向けに開発していること。特に「Windows 8」は従来から

パソコンで使っていたソフトをインストールして使うことができるので、タブレットでパソコンのソ

フトを使いたいという人には最適な OS となっている。「iPad」や「Android タブレット」と同様に

画面をタッチして使用できるが、Bluetooth 接続でワイヤレスマウスやワイヤレスキーボードを

つなげば、そのままパソコンとしても使える。 

 ただし、逆にパソコンのOSがベースとなっているため、「iPad」や「Androidタブレット」と比

べて分かりやすさでは劣る。また、タブレット用の「Windows App Store」というアプリマーケッ

トがあるが、iOS や Android と比べてアプリ数が少ない点は今後の課題だ。「Windows タブレ

ット」はさまざまなメーカーから発売されているが、有名なのはマイクロソフト自ら販売している

「Surface」。 

 



 


